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1. はじめに

本学会土壌物理研究部会では、若手会員を中心

に構成したメンバーで、平成 26 年より国立研究

開発法人科学技術振興機構（JST）の科学技術コ

ミュニケーション推進事業「ネットワーク形成型」

において「復興農学による官民学連携協働ネット

ワークの構築と展開」を実施している。本事業は、

科学館や教育機関を通して被災地に関する正し

い知識を社会へ浸透させ、アウトリーチ活動を実

施するためのネットワークの構築に力を注いで

いる。現在は学会・研究所、教育機関、科学館、

NPO、企業など 19 の機関と連携し情報発信等を

行っている（土壌物理研究部会，2015；加藤ら，

2016（図 1））。本報告では、2015 年度に行った活動と成果について紹介する。

2．アウトリーチ活動と成果

2015 年度は、実験教室などの「参加型活動」および実験動画制作などの「教材開発」を、2 つ

の軸として活動した。表 1 に 2015 年度の活動成果をまとめる。

2015 年度に行った参加型活動は、シンポジウム（3 回）、現場見学会（1 回）、研究発表会（3
回）、情報交換セミナー（3 回）、実験教室（1 回）、出前授業（2 回）、教員講習（2 回）である。図

2 に小学校での教員講習の様子を示す。どの参加型活動も教育効果が高かった。とくに実際に教育

現場で子供たちと触れ合っている小学校教員との対話の重要性が認識された。教員は生徒の様子を

見て感情の変化に対応した接し方を考えられており、小学生への情報伝達のプロである。また、子

供たちからの、日々一緒に過ごす小学校教員への信頼度は高い。さらに、小さな頃に自ら手を動か

して体験したことは、長期にわたり記憶されることが多い。年々入れ替わる子供たちへの継続的な

放射線教育には、小学校教員用の講習会が大きな意味を持つと考えられた。
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図 1 2015年度までのネットワークの広がり
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教材開発では、放射線教育ポスターの科学館での展示に加えて、放射線遮蔽実験キット（図 3）、
および土壌吸着に関するペットボトル実験動画を作成した。放射線遮蔽実験キットは、固定配置し

た線量計から線源までの距離を変えることができ、また、線源と線量計の間に遮蔽の可能性のある

物質を配置することができる。さらに、線量計（有限会社ミサオネットワーク製）は USB で PC
に接続でき、画面上には線源と見なした火吹き怪獣の絵が映し出され、線量の強さにより鳴く頻度

が変わるという仕様である。これらの教材開発は、今後の継続的な放射線教育に活用できる。

表 1 2015年度の活動成果

開催日 活動 開催場所 成果

8/2 子供向け実験教室 ムシテックワールド ・子供たちは土の働きを観察し感動

8/3 小中学校教員向け講習 ムシテックワールド
・福島県内では年 2 時間の放射線教育が義務、
教材不足が問題であることを把握

・相互対話より、学年に合った教材が必要と把握

12/3~12/4 小学校での出前授業
福島第二小学校
郡山ザベリオ学園

・小学生は観察による感動と喜び
・低学年では学校教員の協力が必須と把握

12/4 小学校教員向け講習 郡山ザベリオ学園
・相互対話による現場問題の把握、必要情報提供
・継続的な放射線教育において最重要活動と理解

放射線教育ポスター ムシテックワールド他
・放射性物質と放射線の関係が直感的に理解   
しやすいと高評価

8/2~ 遮蔽実験キット紹介 ムシテックワールド他
・遮蔽効果の理解のしやすさに高評価
・画面上の怪獣の絵や鳴き声など子供たちが   
興味を持てると高評価

吸着実験動画配信 Web ・大学生の作成協力で学生の現場への意識向上
・作成とともに、広く存在を紹介する必要あり

3. おわりに

2015 年度の活動より、継続的に放射線や土壌教育を行うには、現場で教育に従事する小学校教

員向け講習会の充実が重要と考えられた。今年度は教員向け講習を主とし、使いやすい教材（web

コンテンツ等）の提供を行う予定である。土壌のみならず、現場では様々な情報提供が望まれてい

る。他研究部会も各種活動を行っているが、科学や学会に対する社会の理解をさらに深めるため、

より活発な活動が期待される。

引用文献 坂井 (2015) 科学館における復興農学のアウトリーチ活動, 水土の知, 83(9), 68-69; 加藤ら (2016) 福島

県内小学校における復興農学出前授業, 水土の知, 印刷中
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